
震
災
で
全
壊
の
多
か
っ
た
ト

ア
ロ
ー
ド
が
、
平
成
８
年
１
月

Ⅳ
日
に
〃
ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
″
を
設
立
。

国
際
的
な
、
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
神
戸

市
景
観
形
成
条
令
の
立
ち
上
げ

な
ど
に
加
え
て
、
坂
道
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を
実
施
。
さ
ら
に

〃
ト
ア
ロ
ー
ド
ク
ラ
フ
ト
ア
ー

ト
フ
ェ
ア
″
も
第
７
回
を
数
え

た
。
震
災
Ⅲ
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神

戸
放
送
局
も
１
月
Ⅳ
日
に
新
社

屋
か
ら
発
信
す
る
と
あ
っ
て
、

震
災
９
年
目
の
１
月
Ⅳ
日
に
ト

ア
ロ
ー
ド
地
区
で
は
「
ま
ち
そ

の
も
の
を
庭
」
と
見
立
て
て
ま

ち
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
の

公
開
企
画
提
案
を
募
集
し
、
そ

の
審
査
会
が
、
中
華
会
館
で
催

さ
れ
た
。

審
査
員
は
、
上
根
保
（
会
長
）
、

小
泉
美
喜
子
（
事
務
局
長
）
、

梁
建
緯
（
幹
事
）
、
高
田
昇

（
都
市
計
画
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、

仲
井
昌
之
（
神
戸
市
都
市
計
画

地
域
支
援
室
主
幹
）
、
割
田
耕

造
（
花
と
緑
の
ま
ち
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長
）
。
作
品
は
、
神
奈

川
か
ら
九
州
ま
で
、
幅
広
く
充

実
し
た
提
案
作
品
を
Ⅲ
点
を
熱

心
に
審
査
、
４
人
が
入
賞
し
た
。

最
優
秀
／
山
鳥
か
す
み

（
堺
市
）
加
万
円

優
秀
賞
／
松
本
司

（
大
阪
市
）
５
万
円

佳
作
／
中
居
美
佳（藤
沢
市
）

山
内
美
陽
子
（
大
阪
市
）

各
３
万
円
が
表
彰
・
贈
呈
さ
れ

た
。

8８

右上／最優秀の山鳥さんが上根会長より表彰を。左上受賞
者たち／下は参加作家たちと説明会

話題のひろば

１
月
Ⅳ
日
に

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
賞
決
ま
る

●
ト
ア
ロ
ー
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

右上／最優秀の山鳥さんが上根会長より表彰を。左上受賞
者たち／下は参加作家たちと説明会

習
隣 …

係
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梱
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画
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口
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’

「
弊
社
グ
ル
ー
プ
㈱
セ
リ
ザ

ワ
、
㈱
ブ
ッ
テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ

ワ
、
㈱
セ
リ
ザ
ワ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
取
締
役
副
会
長
と

し
て
、
私
の
片
腕
で
ご
ざ
い
ま

し
た
弟
の
芹
津
礎
男
が
、
暮
れ

の
釦
日
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

親
族
の
み
で
通
夜
・
葬
儀
は
１

月
３
日
・
４
日
と
行
い
ま
し
て
、

本
日
は
親
し
か
っ
た
皆
様
に
お

集
ま
り
頂
き
偲
ぶ
会
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
」
と
芹
津
豊
男

会
長
。
１
月
廻
日
正
午
か
ら
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
「
和
楽
の
間
」

で
、
美
し
い
蘭
の
花
々
に
囲
ま

れ
た
礎
男
氏
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。

八
木
通
商
㈱
八
木
雄
三
社
長

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
大
好
き
で
、
そ
の
仕
入
れ

は
一
発
必
中
。
セ
ン
ス
の
良
さ

に
は
頭
が
下
が
る
素
晴
ら
し
さ
。
」

と
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
会
長
の

田
中
教
仁
氏
は
「
小
学
校
も
、

神
戸
二
中
、
兵
庫
高
校
と
も
に

机
を
並
べ
た
同
窓
生
。
野
球
少

年
が
剣
道
少
年
に
な
り
へ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
仕
事
を
生
き
抜
い
た
、

大
人
し
く
骨
の
あ
る
男
で
し
た
。
」

㈱
三
富
商
店
木
下
健
会
長
は

「
お
し
ゃ
れ
で
、
お
し
ゃ
れ
で
、

お
し
ゃ
れ
で
」
と
Ｊ
Ｃ
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
礎
男
氏
を
表
現
。
長

男
の
芹
津
邦
明
㈱
ブ
テ
ィ
ッ
ク

セ
リ
ザ
ワ
常
務
は
「
商
品
の
扱

い
に
き
び
し
ノ
、
い
つ
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
真
剣
勝
負
だ
っ
た
」

と
父
上
の
人
柄
を
偲
ば
れ
た
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
愛
し
た
ダ
ン
デ
ィ
な

故
芹
津
礎
男
氏
を
偲
ぶ
会

8９
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●
手
作
り
の
心
を
未
来
へ

兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会

創
設
別
周
年
を
祝
う

昭
和
朗
年
９
月
ｃ
芦
屋
手
工

芸
協
会
が
発
足
。
昭
和
狸
年
に
、

兵
庫
県
手
工
芸
協
会
と
改
称
。

神
戸
大
丸
展
第
１
回
を
開
催
し

て
、
高
松
宮
妃
殿
下
が
ご
高
覧

に
。
以
来
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
州
、
西
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
と
国
際
交

流
を
深
め
、
平
成
鴫
年
に
は
第

１
回
手
工
芸
巡
回
展
が
始
ま
っ

た
。
平
成
蝿
年
１
月
皿
日
卵
周
年

を
迎
え
た
協
会
が
、
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
で
、

式
典
と
祝
賀
会
を
開
き
、
約
１

５
０
名
が
集
っ
た
。

岡
田
和
幽
会
長
は
、

「
女
性
な
ら
で
は
の
繊
細
さ
、

手
作
り
の
ぬ
く
も
り
が
、
手
工

芸
作
品
に
あ
り
熱
心
の
潤
い
と

心
の
輝
き
と
感
動
を
誘
い
ま
す
。

別
周
年
を
機
に
ま
す
ま
す
の
研

鍛
を
龍
ね
た
い
と
存
じ
ま
す
」

と
ほ
ほ
え
む
。

ゲ
ス
ト
の
井
戸
知
事
は
「
先

生
方
の
別
年
の
ご
努
力
が
、
兵

庫
県
の
芸
術
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
き
た
。
」
と
。
彫
刻
家

の
新
谷
聡
紀
氏
は
「
手
工
芸
家

も
ア
ー
チ
ス
ト
。
美
し
い
兵
庫
・

神
戸
づ
く
り
に
責
任
が
あ
る
の

で
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」
と
。

前
会
長
の
中
野
は
る
さ
ん
と

伊
藤
信
川
さ
ん
、
吉
田
陸
翠
さ

ん
ら
が
、
帥
年
の
功
労
を
賛
え

て
表
彰
さ
れ
た
。

上表彰を受ける中野はるさんら。下は、右から知事、岡圃会長、新谷さん

話題のひろば
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豊重麺

通
称
〃
関
学
″
の
愛
称
で
知

ら
れ
る
関
西
学
院
高
等
部
。
自

由
な
校
風
と
、
盛
ん
な
ク
ラ
ブ

活
動
。
そ
し
て
中
高
大
一
貫
教

育
が
人
気
の
私
立
学
校
で
あ
る
。

し
か
し
同
校
の
生
徒
会
長
・

西
山
直
隆
君
（
超
歳
）
は
、
若

者
の
就
職
難
、
学
校
教
育
と
い

う
も
の
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。

俺
は
い
っ
た
い
何
が
し
た
い

の
か
？

若
者
の
就
職
率
の
低
迷
。
激

し
い
競
争
社
会
の
中
、
企
業
側

も
誰
で
も
い
い
か
ら
と
新
入
社

員
を
受
け
入
れ
る
余
裕
も
な
い
。

そ
ん
な
来
る
べ
く
明
日
の
問
題

に
、
現
役
高
校
生
が
立
ち
上
が
っ

た
。
彼
等
の
抱
く
危
機
感
、
そ

し
て
近
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
？

関
西
学
院
高
等
部
生
徒
会
の
挑
戦

取
材
・
文
／
津
田
晃
宏
ハ
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

西山直隆君

の
場
合
、
全
校
生
徒
の
ほ
と
ん

ど
が
部
活
動
に
時
間
を
費
や
し

て
る
ん
で
す
。
悪
く
い
え
ば
、

出
会
い
が
学
校
の
中
に
限
ら
れ

て
い
る
。
僕
は
た
ま
た
ま
部
活

動
に
入
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
バ
イ
ト
先
な
ど
で
、
学
校

で
は
出
会
え
な
い
社
会
人
と
の

交
流
が
あ
る
ん
で
す
。
他
校
の

高
校
生
と
も
バ
イ
ト
先
で
知
り

合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ぶ
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
自
分
の
学
校
を
見
つ
め

直
し
た
時
に
、
あ
ま
り
に
視
野

が
狭
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
部

活
動
に
汗
を
流
す
の
は
い
い
け

れ
ど
、
い
ざ
就
職
と
な
っ
た
時

に
、
皆
が
皆
、
プ
ロ
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
で
初
め
て
悩
む
前
に
、

将
来
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作

り
た
か
っ
た
ん
で
す
」

彼
の
言
う
通
り
、
就
職
不
況

の
中
、
笑
っ
て
社
会
に
旅
た
て

る
の
は
将
来
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
若
者
た
ち
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
机
に
座
っ
て
与
え
ら
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
、
そ
の

先
の
社
会
へ
と
踏
み
出
せ
る
の

か
。
選
ば
れ
る
人
間
か
ら
、
選

ぶ
人
間
へ
と
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
現
役

高
校
生
に
よ
る
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。

９

そ
こ
で
彼
は
あ
る
野
望
を
胸

に
生
徒
会
に
立
候
補
す
る
こ
と

に
な
る
。

「
社
会
人
を
学
校
に
招
い
て
、

も
っ
と
リ
ア
ル
に
将
来
を
見
つ

め
る
機
会
を
作
り
た
か
っ
た
。

就
職
難
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
こ

で
笑
え
る
奴
は
、
未
来
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
た
人
間
だ
と
思
う
ん

で
す
」そ
し
て
生
徒
会
長
に
選
ば
れ

た
彼
は
、
言
葉
通
り
、
野
望
を

実
現
さ
せ
て
い
く
。
〃
ど
の
よ

う
な
職
業
に
就
い
て
い
る
大
人

の
話
を
聞
き
た
い
の
か
？
″
・

全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

１

汁今人を招いた講演会

を
行
い
、
人
気
の
あ
る
職
業
に

就
い
て
い
る
職
業
の
人
間
を
実

際
に
学
校
へ
招
い
た
。
吉
本
興

業
の
人
気
お
笑
い
グ
ル
ー
プ

〃
笑
い
飯
〃
も
、
関
西
学
院
高

等
部
生
徒
会
の
依
頼
を
受
け
、

同
校
を
訪
れ
て
い
る
。

「
生
徒
の
反
応
も
良
か
っ
た
で

す
よ
。
中
で
も
『
俺
っ
て
将
来

ど
ん
な
仕
事
す
る
ん
だ
ろ
う
な
』

っ
て
疑
問
を
持
っ
て
く
れ
た
生

徒
が
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」

実
際
に
社
会
人
の
話
を
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
将
来

を
リ
ア
ル
に
捉
え
ら
れ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
西
山
君
の
最
大
の
狙

い
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は

中
高
大
一
貫
教
育
と
い
う
、
関

学
な
ら
で
は
の
教
育
体
制
も
あ
っ

て
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

「
何
も
し
な
い
で
大
学
に
行
け

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
う
ち
の
学
校
は
他
校
の
高

校
生
に
比
べ
て
、
受
験
戦
争
っ

て
の
が
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
で

み
ん
な
が
部
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
自
体
は
悪
く
は

な
い
の
で
す
が
、
う
ち
の
学
校
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魅
力
あ
ふ
れ
る
兵
庫
で
体
験
。
交
流
の
旅
を

～
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
に
向
け
て
～

請
請
を
伺
っ
た
方
澗
謹
萄
誤
総
会
熊
木
啓
祐
さ
ん

9２

「
見
る
観
光
」
か
ら
、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

交
え
た
旅
行
を
指
す
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
と
観
光
の
か
た

ち
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
県
内
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
㈱
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
熊
木
啓
祐
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ｌ
協
会
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

一
つ
は
、
県
内
の
文
化
、
自
然
、
産
業
な
ど
多
彩
な
ツ
ー

リ
ズ
ム
資
源
の
発
掘
で
す
。
今
年
度
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
と

し
て
、
大
学
の
旅
行
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
県
内
を
取
材
し

て
い
た
だ
き
、
「
ひ
ょ
う
ご
の
歩
き
方
」
と
い
う
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
。
若
い
人
の
目
か
ら
見
た
兵
庫

の
新
た
な
魅
力
が
満
載
で
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
情
報
発
信
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
も
の

が
主
で
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
県
内
の
旅
プ
ラ

ン
や
地
域
の
年
間
行
事
、
花
の
開
花
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
Ｉ
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
に
な
い
方
は
、
当
協
会

へ
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
提
供
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

こ
の
ほ
か
、
最
近
修
学
旅
行
な
ど
で
も
人
気
の
高
い
体

験
・
交
流
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

ｌ
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
．

「
観
光
」
と
い
う
と
、
余
暇
を
利
用
し
て
遊
び
に
出
掛

け
る
と
い
う
物
見
遊
山
の
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
余
暇
で
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
自
己
研
さ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
目
的
で
旅
行
を
し
、
地

域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
、
従
来
の
観
光
よ

り
も
広
い
範
囲
で
と
ら
え
た
概
念
で
す
。
兵
庫
県
で
は
、

積
極
的
に
県
内
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
を
図
る
た
め
に
、
一

昨
年
、
名
称
を
兵
庫
県
観
光
連
盟
か
ら
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
と
改
め
、
組
織
も
強
化
し
ま
し
た
。

熊…ノ

ｌ
県
内
で
は
ど
ん
な
体
験
・
交
流
が
で
き
る
の
で
し
よ

－
つ
。

当
協
会
で
は
旅
行
会
社
や
学
校
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
グ
リ
ー
ン
ッ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
但
東
町
に
あ
る
「
赤
花
そ
ば
の
郷
」
で
の

そ
ば
打
ち
や
、
ブ
ル
ー
ッ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
赤
穂
市
漁
業

協
同
組
合
で
の
漁
業
体
験
、
産
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
淡

路
の
一
宮
町
に
あ
る
㈱
薫
寿
堂
で
の
お
香
づ
く
り
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
ク
ラ
フ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
も
紹
介
し
て
お
り
、
今
月
上
旬
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
一
般
の
方
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す

る
予
定
で
す
。

ｌ
こ
の
冬
、
特
に
お
薦
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
れ
ば
。

兵
庫
県
温
泉
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
企
画
し
た
温

泉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
湯
と
り
た
び
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

県
内
に
は
多
数
の
温
泉
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
、

湯
村
、
赤
穂
、
有
馬
、
洲
本
、
城
崎
、
塩
田
、
宝
塚
・
武

田
尾
の
各
温
泉
地
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
現
在
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
七
つ
の
温
泉
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
の
ス
タ
ン
プ
を
三
つ
集
め
て
い
た
だ
く
と
、
温
泉
地
宿

泊
券
や
入
浴
券
な
ど
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま

す
。
応
募
要
領
や
ラ
リ
ー
参
加
施
設
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
当
協
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

温
泉
一
つ
と
っ
て
も
そ
う
で
す
が
、
兵
庫
県
に
は
魅
力

あ
ふ
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
県
内
を
巡
っ
て
地
域
の
多
彩
な
文
化
に
触

れ
、
土
地
の
人
と
交
流
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
ふ
る
さ
と
兵
庫
」
の
良
さ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
よ
。

ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

盃
０
７
８
（
３
６
１
）
８
０
８
６

ゴ
ヰ
ロ
ヘ
ヘ
ミ
乏
乏
．
。
く
○
ぬ
○
‐
芹
○
室
『
一
ｍ
ヨ
．
壱
へ
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１

蝶

腰
ｗ
歩
測
、
奇

日
本
三
古
泉
の
一
つ
と
し
て

数
え
ら
れ
る
有
馬
温
泉
。
有
馬

温
泉
の
特
徴
で
あ
る
「
金
泉
」

「
銀
泉
」
な
ど
を
使
用
し
た

「
有
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
料

理
・
物
産
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
主

催
／
㈱
有
馬
温
泉
観
光
協
会
）

が
、
一
月
二
十
日
、
有
馬
工
房

で
開
催
さ
れ
、
有
馬
に
ま
つ
わ

る
力
作
が
ず
ら
り
と
並
び
、
審

査
員
を
大
い
に
悩
ま
せ
た
。

日
本
国
中
に
、
名
だ
た
る
温

TEL（078）９０歩0551

こ
こ
掘
れ
、
あ
り
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
有
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
」

創
作
料
理
・
物
産
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

有
馬
歳
事
記

Ｉ
、

?邑一旬

各部門の入賞者たち。
３部門で、金・銀・銅の３賞が授与された

泉
地
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

一
段
と
光
苦
を
放
つ
の
が
有
馬

温
泉
で
あ
る
。
秀
吉
が
皿
度
も

湯
留
に
訪
れ
る
な
ど
、
歴
史
的

な
要
人
か
ら
も
愛
さ
れ
て
き
た
。

そ
ん
な
格
式
と
風
格
の
高
い
有

馬
温
泉
に
は
、
数
々
の
名
産
が

名
を
連
ね
る
。
有
馬
髄
、
人
形

筆
、
炭
酸
せ
ん
べ
い
な
ど
な
ど
。

炭
酸
水
は
、
有
馬
で
涌
き
出
る

炭
酸
水
に
砂
糖
を
混
ぜ
て
、
飲

料
水
と
し
て
子
供
た
ち
の
お
や

つ
と
し
て
愛
飲
さ
れ
た
。

㈱
有
馬
温
泉
観
光
協
会
で
は
、

有
馬
に
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
料

理
や
物
産
を
公
募
。
一
月
二
十

日
、
有
馬
工
房
で
、
第
一
次
審

査
を
通
過
し
た
創
作
料
理
部
門

蛎
点
、
創
作
土
産
部
門
７
点
、

創
作
土
産
・
工
芸
品
部
門
９
点

に
よ
っ
て
、
最
終
審
査
が
開
催

さ
れ
た
。
審
査
員
に
は
、
多
田

L”

愛
美
さ
ん
（
神
戸
芸
術
工
科
大

学
教
授
）
、
白
井
操
さ
ん
（
料

理
研
究
家
）
雨
上
野
佑
子
さ
ん

（
㈱
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ス
研
究
所
代
表
取
締
役
）
、

植
木
砂
織
さ
ん
（
神
戸
国
際
調

理
製
菓
専
門
学
校
学
校
長
）
な

ど
。
創
作
料
理
部
門
に
は
、
各
旅

館
で
腕
を
磨
く
料
理
人
た
ち
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
レ
ベ
ル
の
高

い
競
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

金
賞
に
輝
い
た
の
は
、
赤
間
博

9４

温泉ｵﾘﾅﾙ誹龍帳ｺﾝﾃｽﾄ
社団法人有昌雪泉匝光凹金一

TEL（078）９０歩0675

ＱＨＯＫＡＮ

ＴＥＬ（078）903-2255

瀞：7蕊蝿
TEL（078）904-0501(代）

URLhttp://www・hyoe､cojp

有馬一望･歴史の名湯

一

、

右から、白井さん、上野さん、
多田さん、植木さんらが審査員に

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳ１ＤＥＵＰ

ＴＥＬ(078）903-1024

鑑濡鼠原「

勘梼馬総月光園
ロモＫＨｏＢｌ

魁鍵２J『鯉

ＨＹＯＥ

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際脱光旅館

陵楓閏向陽間
弁衛
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創作土産・工苓黒部門金賞の「赤湯焼ガラスはしおき」創作土産部門金賞の「虹鱒の一夜干し有馬山淑風味」

蝿!識鐘』麹､命塗鍾皇爾；

古家風

一
一
錘

言
縛
逢
、

幸
一
違

毛
《

季
壱
一

審
苧

繍
．

垂
善
一

9５

ｍＬ（078）904-3656(代）

創作料理部門金賞の「炭酸水仕込み刺身萄藷」

TEL（078）904-0731

政府登録国際観光旅館

E琴号

譲義釜喜ｒ一釘｡

ｒ
甥
粥
痢

中の塗雪統

L

鼠
の
一帝

享
勇＝
三一

小
訓
搬
県
諦

腫
必
鵡
》
ぬ
一鐘

雲
り
再

一
一
畳

《
雪
壷瑠

Ａ
一
志
騨
霞

戸
議
鐸
久
》
嘩
一

，
下
１
謬
錨
観
一

一
一
｜
竺
砺
蝿
騨
一 ！

長跨
人
さ
ん
（
有
馬
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ

殿
ル
）
に
よ
る
「
炭
酸
水
仕
込
み

漆
刺
身
錘
識
」
。
炭
酸
泉
の
風
味

需
を
残
す
茄
弱
に
有
馬
味
噌
を
添

認
え
て
お
り
、
上
品
な
味
付
け
が

佳滴
評
価
さ
れ
た
。

梶
創
作
土
産
部
門
で
、
圧
倒
的

な
人
気
を
誇
っ
た
の
が
、
野
尻

貴
裕
さ
ん
（
御
所
坊
）
の
「
虹

鱒
の
一
夜
干
し
有
馬
山
柵
凧
喋
」
。

鱒
釣
り
で
知
ら
れ
る
有
馬
。
特

る
有
の
臭
み
を
炭
酸
水
に
漬
け
込

蜘
む
こ
と
で
あ
く
抜
き
を
行
い
、

力垂
食
べ
や
す
く
し
た
。

』
創
作
土
産
・
工
芸
品
部
門
で

麺
は
、
野
本
啓
一
一
さ
ん
（
御
幸
荘

詮
花
結
び
）
の
「
赤
場
焼
ガ
ラ
ス

峠
は
し
お
き
」
。
秀
吉
を
偲
ぶ
瓢

帽
箪
が
ガ
ラ
ス
の
中
に
デ
ザ
イ
ン

鯉
さ
れ
て
お
り
、
審
査
員
の
目
を

証
釘
付
け
に
し
た
。

霊
有
馬
温
泉
観
光
協
会
の
、
梶

木
雅
夫
会
長
は
、
「
若
い
世
代

が
、
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
す

い
ご
く
た
の
も
し
く
感
じ
た
」
。

蛙
》
咋
蔀
套
帳
加
信
嘩
極
唖
御
零
誇

罰
飯
が
多
か
っ
た
。
作
品
一
つ
ひ
と

蹄
満
つ
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
創

》
》
詐
皿
華
癖
春
郵
嗣
榊
却
坤
嬬
鯉

肉
極
以
降
も
続
け
ら
れ
る
予
定
で
、

》
》
蛙
銅
詐
柳
御
識
吐
鋸
魂
赫
赫
羅

炭
カーテｒ

TEL（078）904-0781

ＴＥＬ（078）904戸０７０１

チェックイン１３，０，アウト１２：００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

雅ただようくつろぎの館

蝋鉄山

唖謬
W塁

会議セミナーからご家族づれまで

有島$がランドホテル
ＴＥＬ（078）904-0181

北蝶

自然の恵みを

湯けむりに伝える

日本の伝統

数寄屋造りの館
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副尺弗

著者：上田勝

1941年神戸生まれ･県立兵j『棒5校
卒業後、松下諒器産業㈱入社。
各地で営業活動を経験する。２００１
年定年退職後「商研」を発足し、
企業研爆・訓義・訓演・執筆など

活動中。「三方よし研究所_I会員。
NPO法人兵庫経営塾副理事長。

9６

《
」

体
・
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・
肌

白
井
操

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。

上
田
勝
継

盈
需
》
僻
Ｉ
‐

す
べ
て
の
仕
甑
に
一

寺
問
い
の
勘
小
世
を

★今月ご紹介いたしました本を抽選の上読者のみなさまにプレゼント。

詳しくは、Pl22プレゼントメイトをご覧ください。

蕊
すべての仕事に

商いの心を
碧天舎／1000円十税

《
一

一
（

長寿のごはん

講談社／980円十税

L寵蕊
″臓樗j蕊著者：白井操

1948年神戸生まれ。神戸松蔭女子
学院短期大学家政学科を卒業後、
同短大研究室で助手を務める。子

育て中に書きためていたﾚｼピノート
を出版して話題となり、料理研究家

としてスタート。テレビ・雑誌などで

活踊中。白井操ｸｯｷﾝゲスタジオ
主宰。

、
乾
杯
！

●
●
。
〈
群
恥
〉
八

●｡●●●●｡●●●●●の●｡●｡●●●●⑥●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●の●●●●

出
口
の
見
え
な
い
不
況
が
Ⅲ
年
以
上
続
き
、
日
本
人
は
自
信
と
誇

り
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
先
達
の
智
恵
や
工
夫
を
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
本
書
は
、
石
田
梅
岩
、
倉
本
長
治
、
松
下
幸
之
助
と
い
っ
た

「
商
い
の
道
」
の
先
達
た
ち
の
思
想
に
、
現
在
日
本
が
陥
っ
て
い
る

閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
方
策
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
職
種

の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
作
品
で
あ
る
。

病
気
予
防
の
鍵
は
、
太
ら
な
い
、
便
秘
を
し
な
い
こ
と
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
な
ら
、
き
の
こ
や
海
藻
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

体
に
は
り
を
作
り
、
み
ず
み
ず
し
い
肌
で
い
た
い
な
ら
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
が
豊
富
な
ご
ま
や
ナ
ッ
ツ
を
取
り
入
れ
た
献
立
を
。
ボ
ケ
て
人
に

迷
惑
を
か
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
と
心
配
な
ら
、
ま
ず
は
青
背
の
魚

を
食
べ
て
、
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
。
．
．
．
（
本
文
よ
り
）

仕
事
は
社
会
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
す
べ
て
の
仕

事
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
。
政
治
家
、
医
者
、
教
師
、
警
官
等
す
べ

て
社
会
へ
の
恩
返
し
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
。

仕
事
の
本
質
が
、
社
会
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
で

き
れ
ば
、
少
な
く
と
も
不
祥
事
や
不
正
を
働
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
…
（
本
文
よ
り
）

革
命
し
、
老
け
な
い
。
ボ
ケ
な
い
・
太
ら
な
い
！

る
献
立
で
、
あ
た
た
か
い
会
話
の
流
れ
る
食
卓
に

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

．
若
さ
を
キ

体
に
い
い
食
品
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
、
適
量
食
べ
る
こ
と
が
大
事
。
こ
の
本
で
は
、

体
の
若
さ
を
保
つ
ｕ
の
献
立
に
、
野
菜
の
副
菜
レ
シ
ピ
を
た
っ
ぷ
り

の
せ
て
、
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
な
じ
み
の
食
品
で
体
内

－
プ
す
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◆日時：３月24日㈱

◆コース：旗振山から菊水山へ

●参加費：3,000円
（交通費、食費は個人負担）

下山後、コーディネーターを囲んでの茶話会
を企画します（参加費に含まれます）

◆締切：３月10日

協力：（株）アシックス・イカワスポーツ

神戸市兵庫区中道通4-1-15

TELIO78-575-1024（病室TEL：078-577-7034）

市バス上沢４停南スグ
ｅ駐車場完備⑳

鴎
六甲山トレッキングツアー企画

六甲を見逃すな〃
SＡＭＯＴＯＣＬｌＮｌＣ

ママといっしょに
四季折々の六甲山を感じながら、

山の歩き方、山の楽しみ方を体
験できます。

月刊神戸っ子

事務局′IEL､078331-2246FZlXO78331-2795

EMailkobecco＠ｃｍx・ocn・nejp

蝦鰹

☆佐本産科。婦人科★
佐本学

一~へ函働些
マロ号白金＝

』

召

第７回

六甲山トレッキングツアー／六甲山全山縦走

LＬＬ

詞司迩
や瓦

＝弓

服装、装備のご相談は、イカワスポーツへ

神戸市中央区下山手通3-3-1ウエルストンビル1F
TELO78-331-3390FAXO78-331-8087

◎申込方法：月刊神戸っ子へお電話下さいませ。

9７

え

１
８
１

,砂

聾’

1蝋冷

ー

録
〆

コーディネーター

重庚恒夫氏井川勲氏

(ｱｩ係痔支ター）（ｲｶﾜｽボー ﾂ腐主）

蝋可
Ⅱ

=さ＝1

あかちやん：片山和奏ちゃん
（平成15年３月７日生まれ）

パパ：貴史さん

ママ：桂子さん

「生まれて来てくれてありがとう」
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～"港の花，'ともてはやされた

文久２年（1862年）頃の長崎・大浦居留地の全景

手前の一際大きい建物がベルビューホテルで､右端手前には妙行寺の境内が見える（『F・ベアト幕末日本写真集』より）

一一

||,，知りませんか？，,lll

9８

幕
末
の
長
崎
１
．
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
は
、
夫
マ
シ
ュ
ー

が
英
国
領
事
館
付
き
警
護
官
と
し
て
赴
任
す
る
の
に
同
伴
す
る

か
た
ち
で
、
ま
ず
長
崎
に
や
っ
て
来
た
。
そ
の
時
期
は
万
延
元

年
（
１
８
６
０
年
）
、
長
崎
開
港
の
翌
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き

彼
女
は
躯
歳
、
ま
だ
幼
い
２
人
の
娘
を
抱
え
江
訓
準
蝿

上
陸
後
、
グ
リ
ー
ン
家
族
墜
巾
内
南
山
手
の
妙
行
寺
に
向
か
っ

た
。
開
港
か
ら
１
年
経
つ
と
は
い
え
、
当
時
江
戸
幕
府
に
よ
る

居
留
地
の
造
成
工
事
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
修

好
通
商
条
約
を
批
准
し
た
各
国
は
領
事
館
す
ら
ま
と
も
に
建
て

ら
れ
ず
、
英
国
の
場
合
、
こ
の
寺
の
本
堂
を
仮
設
の
領
事
館
兼

官
舎
と
し
て
間
借
り
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

妙
行
寺
で
の
２
年
余
り
の
仮
寓
生
活
の
後
、
寺
の
す
ぐ
下
の
、

港
の
見
晴
ら
し
が
良
い
土
地
（
南
山
手
ｕ
番
地
）
に
一
戸
建
て

の
居
宅
を
新
築
し
て
、
家
族
は
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
。

異
国
の
地
で
の
生
活
に
一
応
慣
れ
た
頃
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー

ン
に
新
し
い
環
境
変
化
が
訪
れ
る
。

居
留
地
の
貿
易
活
動
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、
条
約
国
か

ら
長
崎
へ
の
来
航
者
が
増
え
る
。
そ
の
多
く
は
、
極
東
の
日
本

で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
野
心
に
燃
え
る
若
い
独
身
男
性
。
長
旅
を

終
え
て
船
を
降
り
、
陸
に
上
が
っ
た
彼
等
が
真
っ
先
に
望
む
も

の
は
、
熱
い
シ
ャ
ワ
ー
と
美
味
し
い
食
事
、
そ
し
て
安
眠
で
き

る
寝
床
で
あ
る
。

女
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
幕
末
の
居
留
地
に
あ
っ
て
、
夫
人

は
人
の
面
倒
見
が
よ
く
て
料
理
が
上
手
、
そ
の
上
に
愛
く
る
し

い
容
姿
の
持
ち
主
だ
っ
た
か
ら
、
男
達
は
、
噂
を
聞
き
つ
け
る

や
、
そ
の
優
し
い
も
て
な
し
を
求
め
て
、
番
館
前
に
列
を
な
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
列
は
日
増
し
に
長
く
な
っ
て
い
っ
た
。

結
局
夫
人
は
、
そ
の
列
の
圧
力
に
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
専
業

主
婦
の
座
を
離
れ
、
ホ
テ
ル
経
営
に
の
り
だ
す
。
夫
マ
シ
ュ
ー

も
賛
成
し
た
。
少
な
く
と
も
最
初
は
。

居
宅
だ
け
で
は
ゲ
ス
ト
を
収
容
し
き
れ
な
い
の
で
、
ｎ
番
敷

地
内
に
ホ
テ
ル
専
用
棟
を
建
て
増
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
夫
人

１
人
の
力
で
は
到
底
切
り
盛
り
で
き
な
い
の
で
、
英
国
人
男
性

１
名
を
厨
房
係
と
し
て
雇
い
入
れ
た
。
広
東
人
女
性
を
雇
っ
て

２
人
の
娘
の
世
話
を
託
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ホ
テ
ル
を
「
ベ

ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
日
固
５
Ｆ
固
く
ロ
画
国
○
日
固
巳
」
と
名
付
け

た
。
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
肥
歳
。
彼
女
の
新
し
い
生
活
は
、
華
麗

に
ス
タ
ー
ト
し
た
か
に
見
え
た
。

（
つ
づ
く
）

口良

その②

英国人女性について～
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悪君
一

9９

＃
賓避 現在の妙行寺本堂

開港後しばらくの間、
ここに英国領事館が設
けられ、屋根の上には

ユニオンジャックが翻っ
ていた

冒〆－－⑧蚕三露霞言電
括一

両日

哩骨日展二』房１１

酌

雲１１言:墓=雲霞雲１１言:墓=雲霞
:議鳥:議鳥 一

一
一
，
一
．
｜

ご
喝
』
一
α
竺
与

鋒
藷
『
岩

堂

一
一
認

～
ミ
セ
ス
。
グ
リ
ー
ン
の
足
跡
を
辿
る
、
私
の
具
体
策
～

○
旧
神
戸
居
留
地
と
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
前
の
散
策

神
戸
の
居
留
地
は
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
前
の
１
番
か
ら
、
東

遊
園
地
に
隣
接
す
る
１
２
６
番
ま
で
の
全
１
２
６
区
画
。
そ
の

区
画
番
号
が
記
載
さ
れ
た
居
留
地
時
代
の
地
図
を
片
手
に
持
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
場
所
を
確
認
し
な
が
ら
、
何
度
も
歩

い
た
。そ
し
て
い
つ
も
、
区
画
番
号
１
番
・
Ｊ
Ａ
農
業
会
館
に
さ
し

か
か
る
と
、
鯉
川
筋
を
は
さ
ん
で
西
向
か
い
の
郵
船
神
戸
ビ
ル

を
眺
め
や
る
。
明
治
初
年
に
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
が
、
明
治
４

年
（
１
８
７
１
年
）
以
降
調
年
（
１
９
０
０
年
）
頃
ま
で
は
ヒ
ョ
ー

ゴ
ホ
テ
ル
（
閏
○
の
○
函
○
自
画
巳
が
建
っ
て
い
た
場
所
だ
。

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
は
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
時
か
ら
明
治
狸

年
（
１
８
８
１
年
）
ま
で
の
最
初
の
加
年
間
、
ゲ
ス
ト
に
対
す

る
〃
母
の
よ
う
な
〃
も
て
な
し
ぶ
り
で
、
神
戸
の
み
な
ら
ず
、

日
本
各
地
の
外
国
人
居
留
地
社
会
に
名
を
馳
せ
た
経
営
者
だ
っ

た
。

剖皐

■
た
に
ぐ
ち
り
ょ
う
へ
い

１
９
４
９
年
大
阪
生
ま
れ
の
宝
塚
育
ち
。
学
校
を
卒
業
後
、
在
阪
の
鉄
道

会
社
に
勤
め
、
現
在
は
関
連
の
ホ
テ
ル
会
社
の
役
員
。
１
９
７
４
年
よ
り

東
灘
区
在
住
。
趣
味
は
一
人
旅
。

当時ベルビューホテルがあった南山手11番地
現在は「全円空ホテルグラバーヒル」が建つ

＝＝

ー

ｰ

‐貝予引

露
型＆

一

芦穿さＴｇｌ

秘瞬A手

○
大
倉
山
へ
図
書
館
通
い

神
戸
市
立
中
央
図
書
館
の
２
階
、
郷
土
史
関
係
コ
ー
ナ
ー
で

の
資
料
調
べ
で
あ
る
。
専
門
家
や
学
生
さ
ん
達
と
肩
を
並
べ
て
、

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
頃
の
英
字
新
聞
と
神
戸
の
地

図
、
神
戸
市
史
等
を
読
む
。
と
り
わ
け
、
居
留
地
内
で
発
行
さ

れ
た
英
字
新
聞
の
読
み
込
み
に
時
間
を
か
け
る
。
英
和
辞
典
は

も
ち
ろ
ん
必
携
品
だ
が
、
文
字
が
小
さ
い
の
で
、
虫
眼
鏡
の
用

意
も
欠
か
せ
な
い
。

資
料
の
コ
ピ
ー
を
と
る
に
も
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧

す
る
に
も
、
係
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
き
届
い
て
い
て
、
大

変
あ
り
が
た
い
。

万 ＝二
南山手11番地所を示す標石
全日空ホテルの正面入り口の
壁際にヒッソリと
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陸

す
し
常
は
中
山
手
に
お
店
を

構
え
て
如
年
。
多
く
の
常
れ
ん

さ
ん
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
が
す
っ
と
伸
び
た

シ
ン
プ
ル
な
造
り
に
、
昔
な
が

ら
の
寿
司
屋
ら
し
い
寿
司
屋
の

風
情
を
感
じ
る
。

お
昼
の
定
食
（
狸
時
ま
で
）

は
８
０
０
円
と
手
ご
ろ
な
値
段

で
、
お
造
り
定
食
、
だ
し
巻
定

食
、
す
し
定
食
の
３
種
類
。
に

ぎ
り
本
来
の
お
い
し
さ
を
味
わ

う
な
ら
、
特
上
に
ぎ
り
３
０
０

０
円
が
お
薦
め
。
水
槽
で
泳
ぐ

車
え
び
の
新
鮮
さ
、
明
石
沖
の

自
慢
の
穴
子
が
う
れ
し
い
。

季
節
を
問
わ
ず
人
気
の
あ
る

茶
わ
ん
蒸
し
の
ト
ロ
リ
と
し
た

食
感
に
も
人
気
が
あ
り
、
必
ず

注
文
し
た
く
な
る
逸
品
だ
。
甘

さ
も
辛
さ
も
ち
ょ
う
ど
い
い
鯛

の
か
ぶ
と
煮
は
、
熱
畑
に
よ
く

素
材
が
勝
負
の
焼
き
物

お
好
み
・
鉄
板
焼

「
子
ぶ
た
」

特
集
・
魚
介
の
旨
さ
を
堪
能
で
き
る
お
店

元
町
駅
山
側
を
Ｊ
Ｒ
高
架
沿

い
に
西
へ
。
黄
色
い
「
子
ぶ
た
」

の
看
板
と
、
粋
な
小
料
理
屋
さ

ん
の
よ
う
な
店
先
。
店
内
に
は

ジ
ャ
ズ
が
流
れ
て
い
て
、
ど
こ

か
お
し
ゃ
れ
で
な
雰
囲
気
な
の

は
、
オ
ー
ナ
ー
の
上
野
山
さ
ん

が
も
と
も
と
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
経

営
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

び
っ
と
・
い
ん

雨ピ

菰

唾
一 料

理
を
一
手
に
引
き
受
け
る
上

野
山
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
と

も
に
黒
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
清
潔
な

印
象
。

毎雪

菊菜、もやしがたっぷり、
すだちをかけてポン酢で食べるかき焼き

和
や
か
な
雰
囲
気
で

活
き
の
い
い
ネ
タ
を

「
す
し
常
」

1００

鉄板に向かう上野山さん

h目

子ぶたのイラストが
かわいいのれん

__酉杢浄己

焼
き
物
は
、
上
野
山
さ
ん
が

そ
の
日
に
市
場
で
買
い
つ
け
た

昼
網
の
魚
介
が
メ
イ
ン
。
冬
の

時
期
な
ら
は
り
い
か
刺
身
（
９

０
０
円
）
、
か
き
焼
き
（
９
０

０
円
）
が
お
す
す
め
。
魚
介
は

塩
と
コ
シ
ョ
ウ
だ
け
で
焼
く
の

で
、
素
材
の
味
が
勝
負
。
「
常

連
さ
ん
は
皆
さ
ん
口
が
肥
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
素
材
に

は
と
て
も
気
を
使
い
ま
す
」
と

上
野
山
さ
ん
。

お
好
み
焼
は
６
５
０
円
～
、

子
ぶ
た
と
ん
平
焼
（
８
０
０
円
》
、

お
好
み
生
地
の
上
に
生
メ
ン
を

乗
せ
て
焼
く
京
都
の
お
好
み
焼

も
お
す
す
め
。
鉄
板
で
じ
っ
く

り
焼
く
近
江
牛
ロ
ー
ス
ス
テ
ー

キ
（
４
８
０
０
円
～
）
も
人
気

の
一
口
喝

店
内
奥
に
長
く
の
び
た
カ
ゥ

ン
タ
ー
席
が
、
５
時
の
オ
ー
プ

ン
直
後
か
ら
い
つ
ぱ
い
に
な
る

こ
と
も
多
い
。
そ
ん
な
中
で
ビ
ー

ル
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
料
理
が
焼
き
上
が
る
の

を
待
つ
の
も
楽
し
い
。

■
子
ぶ
た

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
５
１
５
１
３

Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
西
出
口
山
側

何
零
ｍ
～
配
“
釦

（
幽
酔
叩
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）

日
噸
休
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は
９
０
０
円
～
。
ワ
イ
ン
好
き

の
満
さ
ん
が
集
め
た
ワ
イ
ン
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
「
強
く
お
す

す
め
は
し
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
く

ち
の
ワ
イ
ン
で
お
料
理
の
雰
囲

気
が
が
ら
り
と
変
る
の
で
楽
し

い
で
す
よ
」
と
言
う
満
さ
ん
に
、

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
人
気
は
ウ
ニ
の

ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
（
１
５
０
０

円
）
、
魚
介
の
ラ
グ
ー
と
バ
ジ

リ
コ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
オ
イ
ル
ソ
ー

ス
（
１
１
０
０
円
）
な
ど
の
ア

ラ
カ
ル
ト
（
い
ず
れ
も
魚
介
の

入
荷
状
況
に
よ
り
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
）
。

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
（
２
名
～
）

の
３
０
０
０
円
の
コ
ー
ス
は
、

前
菜
・
ピ
ッ
ツ
ァ
・
パ
ス
タ
・

メ
イ
ン
・
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ
ー
ト

が
つ
い
て
か
な
り
お
得
。
予
算

に
合
せ
て
コ
ー
ス
を
組
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
で
き
る
。
ラ
ン
チ

魚
介
と
野
菜
に
こ
だ
わ
っ
た

卜
ラ
ラ
ト
リ
ア

「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
‐
Ａ

ラ
ブ
ポ
ラ

Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
」

’ 回
す
し
常

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
刀
１
９

冠
０
７
８
‐
２
３
１
１
１
８
１
５

Ⅲ
抽
叩
～
別
岬
加

あ
い
、
寒
い
こ
の
時
期
ぜ
ひ
一

献
か
た
む
け
な
が
ら
賞
味
し
た

い
。
中
央
区
な
ら
、
数
が
そ
ろ
え

ば
出
前
も
し
て
く
れ
、
親
子
三

人
で
切
り
盛
り
す
る
気
さ
く
さ

と
親
し
み
や
す
さ
に
、
ま
た
足

を
運
び
た
く
な
る
そ
ん
な
お
寿

司
屋
さ
ん
だ
。

１０１

三井義彦さん・広樹さん・延子さん親子が明るい笑顔で迎えてくれる昔ながらの味のある玄関

し
く
て
安
全
な
も
の
だ
け
を
自

信
を
も
っ
て
お
出
し
し
た
い
」

と
い
う
の
が
満
さ
ん
の
信
念
。

旬
の
魚
介
は
淡
路
島
か
ら
直
送
。

前
日
に
魚
介
の
入
荷
状
況
が
知

ら
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
メ
ニ
ュ
ー

が
決
ま
る
。

ま
た
野
菜
も
契
約
農
家
か
ら

取
り
寄
せ
る
な
ど
こ
だ
わ
り
が

あ
り
、
と
い
う
の
も
、
徳
島
県

出
身
の
満
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
近
所
の
畑
で
と
れ
た
お
い

し
い
野
菜
ば
か
り
を
食
べ
て
き

た
か
ら
野
菜
の
味
に
は
う
る
さ

い
の
だ
と
か
。

そ
ん
な
こ
ま
か
い
配
慮
は
お

店
に
お
ま
か
せ
し
て
、
私
た
ち

は
お
い
し
い
お
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。
多
数
の
パ
ス
タ

三
宮
、
国
際
会
館
を
束
へ
、

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
高
架
も
越
え

て
も
っ
と
東
へ
、
玄
関
に
は
緑

が
い
っ
ぱ
い
の
お
店
。
イ
タ
リ

ア
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
が
、

調
味
料
は
イ
タ
リ
ア
の
も
の
を

使
う
以
外
は
、
料
理
長
の
満
さ

ん
の
テ
イ
ス
ト
が
加
わ
っ
た
も

の
が
多
い
。
食
材
は
新
鮮
な
旬

の
魚
介
が
メ
イ
ン
。
魚
介
は
養

殖
も
の
は
使
わ
な
い
。
「
お
い

冠
０
７
８
１
２
７
１
１
０
７
７
０

ラ
ン
チ
Ⅱ
峠
釦
～
側
咽
伽
（
Ｌ
Ｏ
）

デ
ィ
ナ
ー
〃
函
訓
～
創
恥
釦
（
Ｌ
Ｏ
）

日
曜
休

れんが造りの壁がかわいい店先

お
す
す
め
を
聞
く
の
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
グ
ラ
ス
６
５
０

円
～
、
ボ
ト
ル
２
３
０
０
円
～
・

ラ
ン
チ
は
哩
時
す
ぎ
、
デ
ィ

ナ
ー
は
７
時
半
頃
に
、
少
し
お

店
が
混
雑
す
る
の
で
、
ゆ
っ
く

り
お
食
事
を
楽
し
み
た
い
人
は

時
間
を
ず
ら
し
た
方
が
良
い
。

貸
切
パ
ー
テ
ィ
ー
の
場
合
は
定

休
日
の
日
曜
日
も
営
業
す
る
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
せ
を
。

順
ｒ
員
・
唾
一
弐

料理長の満さん

■
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
・
ラ
ッ
ポ
ラ

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
６
１
１
１
３

山
田
ピ
ル
－
Ｆ

墓襲
β函腿

一〒

戸
Ｉ

。
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Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

．i､ＨｌＥＳｏＲＲＹ
ごＯＮＰＡＲＡＤＩ冒

1０２

大
英
博
物
館
の
至
宝
展

開
催
中
～
３
／
羽
側

仙
叩
叩
～
け
酔
叩
月
曜
休
館

神
戸
壷
坐
博
物
館

（
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
・
阪
神
・
「
三
宮
」
駅

南
西
徒
歩
相
分
）

一
般
１
３
０
０
円
高
・
大
生
９
０
０

円
シ
ル
バ
ー
６
５
０
円

冠
０
７
８
１
３
９
１
１
０
０
３
５

ゴ
ヰ
頁
へ
へ
三
乏
乏
．
ｍ
い
、
三
・
８
ヨ
、
ユ
里
の
一
言
云
匡
へ

ロ
ン
ド
ン
・
大
英
博
物
館
が

創
立
２
５
０
周
年
を
記
念
し
て

海
外
に
送
り
出
す
唯
一
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。

１
７
５
３
無
医
師
ハ
ン
ス
・

ス
ロ
ー
ン
に
よ
る
８
万
点
の
収

集
品
が
国
に
託
さ
れ
、
創
立
さ

れ
た
大
英
博
物
館
は
、
以
来
人

類
が
生
ん
だ
知
的
文
化
遺
産
の

収
集
の
た
め
に
努
力
を
続
け
、

収
蔵
品
数
７
０
０
万
点
を
越
え

る
世
界
最
大
規
模
の
博
物
館
に

な
っ
た
。
「
世
界
の
文
化
が
ひ

と
つ
の
屋
根
の
下
に
集
う
殿
堂
」

と
い
わ
れ
る
同
博
物
館
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
、
こ
の
展

覧
会
を
、
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

第
８
回
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

中
川
啓
子

シ
タ
ー
を
奏
で
る
…

２
／
８
日
朽
時
開
演

キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
（
異
人
館
通
）

予
約
３
５
０
０
円
当
日
４
０
０
０
円

窓
０
７
８
１
２
２
１
１
９
２
９
４

カ
ト
リ
ー
ヌ
劇
場
は
、
神
戸
・

北
野
の
小
さ
な
劇
場
で
、
珠
玉

の
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

２
ヵ
月
に
１
回
開
く
小
さ
な

「
世
界
劇
場
」
。
各
地
、
各
国
で

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

き
、
小
さ
な
劇
場
な
ら
で
は
の

ぜ
い
た
く
な
ラ
イ
ブ
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
め
る
。
２
月
は
中
川

啓
子
の
「
シ
タ
ー
」
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
旧
約
聖
書
の
中
に

も
登
場
し
、
教
会
の
ミ
サ
で
の

伴
奏
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
た
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

「
村
の
楽
隊
（
ド
ラ
ム
）
」

絵
・
鉛
筆
・
油
彩
１
９
７
６
年

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント

スケジュール

2004.2-3

鴨
居
玲

油
彩
・
デ
ッ
サ
ン
展
（
京
都
）

２
／
７
田
～
翠
側

、
叶
叩
～
把
叩
叩
水
曜
休
廊

ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
垂
暴
都
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ

ク
ス
ー
Ｆ
／
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
バ
ス
ま

た
は
地
下
鉄
「
京
都
市
役
所
前
」
）

盃
０
７
５
１
２
５
１
１
０
５
２
２

画
家
・
鴨
居
玲
の
油
彩
・
デ
ッ

サ
ン
を
集
め
た
展
覧
〈
『
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
第
１
回
の
展
覧
会

か
ら
ｎ
年
の
時
を
経
て
、
今
再

び
私
た
ち
に
訴
え
か
け
る
作
品

の
数
々
。
彼
の
制
作
年
全
般
に

わ
た
る
作
品
と
、
実
際
に
使
用

し
て
い
た
パ
レ
ッ
ト
も
展
示
さ

れ
る
予
定
。

’１

添胤

龍

合
唱
団
京
都
エ
コ
ー

神
戸
中
央
合
唱
団

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

２
／
理
日
脚
時
開
演

神
戸
国
際
会
館
こ
ぐ
さ
い
ホ
Ｉ
ル

Ｓ
席
３
０
０
０
円
Ａ
席
２
５
０
０
円

④
問
い
合
せ
／
神
戸
中
央
合
唱
団
（
北
畑
）

盃
０
７
８
１
８
１
１
１
３
８
２
７

人
々
の
声
が
織
り
な
す
美
し

さ
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
実
力
派
・

合
唱
団
京
都
エ
コ
ー
と
、
神
戸

中
央
合
唱
団
が
贈
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
。
各
団
の
単
独

演
奏
に
加
え
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
合
同
演
奏
も
企
画
さ
れ
て

い
る
。
指
揮
は
松
原
千
振
、
浅

井
敬
萱
。
曲
目
は
「
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
、
中
村
仁
策
編

曲
集
よ
り
「
赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
」
、

混
声
合
唱
の
た
め
の
「
歴
楽
」

ほ
か
。

劇
団
青
い
森

「
パ
パ
と
私
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ

ト
シ
ア
タ
ー
」

３
／
岨
圏
旧
時
釦
分
開
演

３
／
ｍ
幽
制
時
／
幅
時
開
演

東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
「
住
吉
」

駅
下
車
す
ぐ
）

一
般
１
０
０
０
円
小
中
生
５
０
０
円

⑬
問
い
合
せ
／
劇
団
青
い
森

公
０
７
８
１
４
１
２
１
６
１
８
Ｏ

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
作
品
。
文
化
庁
新
進
芸

術
家
公
演
事
業
に
選
ば
れ
た
の

で
、
少
し
格
安
の
価
格
で
生
の

に
Ｙ

呪
』
砧

Ｌ

聯
謬遥

ザ
・
ソ
ー
リ
ー
・
オ
ン
パ
レ
ー
ド

ラ
イ
ブ
ｍ
神
戸
ブ
レ
ス

赤
穂
市
出
身
の
バ
ン
ド
「
ザ
・

ソ
ー
リ
ー
・
オ
ン
パ
レ
ー
ド
」
。

ス
ト
レ
ー
ト
に
ロ
ッ
ク
を
愛
す

る
、
最
強
の
未
熟
者
バ
ン
ド
。

彼
ら
が
何
か
を
達
観
し
て
し
ま

う
前
に
、
未
熟
者
で
あ
る
う
ち

に
そ
の
声
を
聴
け
。
２
月
リ
リ
ー

ス
の
ミ
ー
ー
ア
ル
バ
ム
に
は
大
人

気
楽
曲
「
播
州
の
男
」
が
収
録

決
定
。
ラ
イ
ブ
ッ
ア
ー
神
戸
編

は
２
月
幻
日
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・

神
戸
プ
レ
ス
（
盆
０
７
８
１
２

５
１
‐
７
０
１
５
）
に
て
。

Ｌ
Ａ
Ｙ

アットホーム左牢問で

シターのやさしい音色を

演
劇
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
な
の

で
、
ぜ
ひ
。

パ
パ
の
転
勤
で
引
っ
越
し
目

前
の
あ
る
夜
。
コ
ス
モ
は
家
の

こ
と
や
妹
・
も
も
の
面
倒
を
見

た
り
で
大
忙
し
。
パ
パ
は
片
づ

け
の
最
中
に
タ
キ
シ
ー
ド
を
取

り
出
し
て
オ
ペ
ラ
を
歌
い
始
め
、

も
も
は
大
喜
び
。
荷
物
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
の
リ
ビ
ン
グ
で
、
真
夜

中
の
劇
遊
び
が
始
ま
り
だ
あ
！

’１

添胤

龍
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月●ライブハウス ･スケジュール２●ライブハウス・スケジュール２月

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

★
劇
団
青
い
森
公
演
「
パ
パ
と
私
の
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
」
（
３
／
相
・
加

東
灘
区
民
ホ
ー
ル
・
う
は
ら
ホ
ー
ル
）

ベ
ア
３
組

★
小
磯
記
念
美
術
館
「
岡
田
謙
三
展
」

（
２
／
７
～
４
／
洲
）
ペ
ア
５
組

★
神
戸
市
立
博
物
館
「
大
英
博
物
館
の

至
宝
展
」
（
開
催
中
～
３
／
躯
）
ペ
ア

３
組
☆
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

２
／
ｕ
～
調
「
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
マ
イ

マ
ザ
ー
」
「
死
ぬ
ま
で
に
し
た
い
血
の

こ
と
」
▽
２
／
別
～
３
／
３
「
目
再
ｇ

「
イ
ン
フ
ァ
ナ
ル
・
ア
フ
ェ
ア
」
▽
３

／
４
～
加
「
愛
し
て
る
・
愛
し
て
な
い
」

「
パ
ン
チ
ド
ラ
ン
ク
・
ラ
ブ
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組２
／
７
～
３
／
５
「
薪
信
ア
リ
」
▽
２

／
７
～
３
／
５
「
パ
ッ
ド
ポ
ー
イ
ズ
２

パ
ッ
ド
」
▽
３
／
６
～
４
／
蝿
「
ド
ラ

え
も
ん
」
「
パ
ー
マ
ン
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
２
／
７
～
「
赤
い
月
」
▽
２
／
７
～

「
ラ
ブ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
」
▽
２
／
犯

～
「
マ
ス
タ
ー
＆
コ
マ
ン
ダ
ー
」
▽
３

／
６
～
「
ド
ラ
え
も
ん
」
▽
３
／
肥
～

「
プ
ラ
ザ
ー
・
ペ
ァ
ー
」
▽
３
／
中
旬

～
「
ぺ
イ
・
チ
ェ
ッ
ク
」

●
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組２
／
７
～
別
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ト
ゥ
・

コ
リ
ン
ウ
ッ
ド
」
「
ル
ー
ル
ズ
・
オ
ブ
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
▽
２
／
瓢
～
３
／

５
「
シ
ェ
フ
と
素
顔
と
お
い
し
い
時
間
」

「
ぼ
く
の
要
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ゲ
ン

ズ
プ
ー
ル
」
▽
３
／
６
～
皿
「
天
使
の

肌
」
「
ト
ー
ク
・
ト
ゥ
・
ハ
？
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ピ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

1０３

回チキンジョージ

ＴＥＬ078-392.0146

http://WWW‘chicken-george･ＣＯ､jp
l3（金）来嶋健治

１５(土）SlDELlNEBivattchee

他

19（木）和太鼓スーパーユニット

＜侍＞
21(土）サニー・サイドアップ／

来嶋健治
22(土）倭製ジェロニモ＆ラブケ

リラエクスペリエンス

28(±）Momojiro2004

29（日）Reborn

3/3（水）ドミニク・シヤニヨン＆
バﾄﾘｯｸ・ヌジェ

５（金）ゴーイングアンダーヘアー

同ビアジュリアン
TEL､078-391-8081

http://www・pia-juIiencom

l2（木）近藤美(p）

13（金）折川真理(vn)林展子(p）

14〔土）奥野香織(p）

15（日）金淫佳代子(P）

17（火）ジャズ／原田紀子(vo）

18（水）武村美穂子(fl)稲葉綾(p）
19（木）西本淳(Sax)植田浩徳(p）
20（金）久保田裕美(fl）
24（火）高橋乗子(vc)山内尚子(p）
25（水）藤渓企画／Saxカルテット

26（木）近藤美香(p）

27（金）鈴木華重子(p）

回HoiIv‘ｓ

TEL､078.251-5147

http://www,kobe-hollys､com

12(木)YoshimiBAND

13(金)長井美恵子(p)他

14(土）TAKEFlVE／RobinＥｖ

ｅ(尺八)RonMason(9)
他

16（月）川畑やよい(vo)吉田優

子(P)金正大(9)

17（火）大塚洋子(vo)下城三佳

（p)佐藤直樹(Sax)大浦久

（b)河本肇(｡r）

18（水）辻佳孝(p)里村稔(Sax)若
林美佐(b)高野正鵬(drll

l9（木）小野麻美(p)上野泰宏(｡r）
20（金）高山藤江(vo)福光慶子

（p)前田洋二(b）

２４(土）HANNY(vo)足立知謙(p）
川野祐哉(b)野口和生〈dr）

23（月）河野美紀(vo)高橋玲奈

（p)坂崎拓也(b）
24<木）SESSIONNlGHT／辻

佳孝(p)ﾄﾘｵ他

25（水）エリック(Sax)TAKAO(p）
家口直哉(b)平田哲也(dr）

26（木）田中敬子(p)宮上啓二(b）

亀井俊児(｡r）

27（金）NichaIsJoffman

井美恵子(p)若林美
(9)長

佐(b）

塩入基弘(｡r）

28(土）Ｃｈｏｋａｍｉｉｔ１藤村麻紀

（vo)西田誠(9)笹井克彦
（b)逸見勝(｡r）

3/4（木）大内玲子(p)他

５（金）山本容子(p)他

回繭屋宗兵衛
TELO78-332-1963

http:/／

13（金）

14(土）

15(日＞

17(火）

www・soubeinet／

ＭＣＳＨＯＴ

Ｓｔ・ValentineosDayLive

いとう朔(vo）

いてまえ打線(JAZZ）

まみむめも(JAZZ）
20（金）林りえ(vo)尾原やよい(p）

鈴木久美子(Sax)小川博

文(9)宗川信(b）

21<土）じゃすばらがす(JAZZ）

，
ｊ
火
金
く
く
４
７
２
２
中村
STA

回ＷＡＣＡ２

真ﾄリオ

ＢＬＥＮＯＴＥＳ

ＴＥＬ,078-333-6768

http:〃www.h3,dionne・jp/~ｗ

14（金）天野SHOwithYah‐

15(土）五十一・

判9（木）MONKEYDEAD

21（日）４５RPM

ａＣａ

Ｄｏ１

回SＯＮＥ

Te1.078-221-2055

http:〃kobe-sonacom

11（水）キャンディー浅田(vo)＋

トリオ

12（木）大塚善章トリオ÷１大

越理加(vo）

13（金）北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ

14(土）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
15（日）竹下清志トリオ＋１北

荘桂子(vo）

16（月）北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ

17（火）ボンビ柿本(vo)＋ﾄﾘｵ

18（水）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
19（木）古谷充カルテット
20（金）橋本裕ギターカルテット

21(±）ペティ鞍富(vo）
22（日）原田紀子と水田ﾄﾘｵ

23（月）大越理加(vo)＋トリオ
24（火）北荘桂子(vo)÷ﾄﾘｵ

25（水）岩宮美和ひきがたり．；・

ギターﾄﾘｵ

26（木）長谷川元伸ｶﾙﾃｯﾄ＋1

27（金）新井雅代(vo)÷トリオ

28(土）大越理加〈vo)＋ﾄﾘｵ
29（日）中島徹ブラジリアンクイ

ンテット

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




